
Title 明治二十三年民法 (舊民法) 編纂過程における婚約
Sub Title The codification of Japanese civil-code (1890) and the betrothal
Author 手塚, 豐(Tezuka, Yutaka)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1957

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.30, No.9 (1957. 9) ,p.41- 48 

JaLC DOI
Abstract
Notes 資料
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19570915-0041

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
ろ
婚
約

手

塚

豊

　
周
知
の
ご
と
く
、
現
行
民
法
に
は
、
婚
約
に
關
す
る
規
定
は
全
く
存
在
し
な

い
。
現
行
民
法
に
先
立
つ
明
治
民
法
お
よ
び
奮
民
法
に
お
い
て
も
、
ま
た
同
檬

で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
爾
法
典
の
編
纂
過
程
に
お
い
て
は
、
そ
の
問
題

が
論
議
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
と
く
に
奮
民
法
の
場
合
は
、
第
一
草
案
か
ら
再

調
査
案
を
脛
て
元
老
院
提
出
案
に
至
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
法
律
取
調
委
員
會
に

お
け
る
審
議
の
過
程
に
お
い
て
は
、
終
始
、
婚
約
に
關
す
る
若
干
の
規
定
が
存

在
し
、
奮
民
法
を
審
査
し
た
元
老
院
の
審
議
に
お
い
て
途
に
創
除
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　
奮
民
法
の
第
一
草
案
お
よ
び
元
老
院
提
出
案
に
、
婚
約
の
規
定
が
存
在
し
た

こ
と
は
、
後
ち
に
明
治
民
法
編
纂
の
法
典
調
査
會
に
お
け
る
梅
謙
次
郎
博
士
の

護
言
（
明
治
二
＋
八
年
＋
一
月
＋
五
日
）
に
、
爾
草
案
（
元
老
院
提
出
案
を
第

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

ニ
草
案
と
呼
ん
で
い
る
）
の
條
文
を
掲
げ
て
の
読
明
が
あ
る
た
め
、
か
つ
て
堀

内
節
判
事
の
「
親
族
法
要
義
」
に
、
そ
の
護
言
の
内
容
が
法
典
調
査
會
速
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

に
よ
っ
て
揚
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
最
近
で
は
高
梨
公
之
博
士
の

「
日
本
婚
姻
法
論
」
に
も
、
前
記
速
記
録
を
引
用
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と

朋
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
廿
る
婚
約

（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藍
）

と
て
、
か
な
り
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
事
實
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
醤
民

法
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
、
婚
約
の
規
定
が
ど
の
よ
う
に
論
議
さ
れ
、
ど
の
よ

う
に
推
移
し
た
の
か
、
そ
し
て
ま
た
元
老
院
で
は
な
ぜ
そ
の
規
定
を
制
除
し
た

の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
考
謹
、
考
察
さ
れ
た

こ
と
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
そ
う
し
た
問
題
に
關
す
る
資
料
を
、
現
在
ま
で
に
私
の
知
り
え
た

限
り
集
録
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
質
量
共
に
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
り
、
と

く
に
元
老
院
の
論
議
に
關
す
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
絶
無
に
近
い
の
は
甚
だ
残
念

で
あ
る
が
、
元
老
院
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
お
け
る
婚
約
規
定
の
動
き
は
、
こ

れ
ら
の
資
料
に
よ
つ
て
不
充
分
で
は
あ
る
が
、
一
懸
は
到
明
す
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
未
熟
な
紹
介
が
、
近
代
日
本
婚
約
史
研
究
の
護
展
に
多
少
と
も
役
立

つ
な
ら
ば
幸
で
あ
る
。

（
1
）
　
梅
博
士
の
い
わ
ゆ
る
第
二
草
案
が
、
元
老
院
提
出
案
に
該
當
す
る
こ

　
　
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る

　
　
戸
主
権
⇔
」
法
學
砺
究
第
二
七
巻
六
號
三
九
頁
ー
四
〇
頁
註
7
参
照
。

四
一

（
七
二
じ



（
2
）

（
3
）

（
4
）

明
治
二
＋
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
温
程
に
お
げ
る
婚
約

　
堀
内
節
「
親
族
法
要
義
」
（
昭
和
十
五
年
）
二
〇
八
頁
t
二
一
二
頁
。

　
高
梨
公
之
「
婚
約
ー
そ
の
意
義
と
慣
行
お
よ
び
法
意
識
」
目
本
婚

姻
法
論
・
四
八
頁
。
高
梨
博
士
は
奮
民
法
第
一
、
第
二
草
案
の
條
丈
を

引
用
し
、
う
づ
い
て
「
と
こ
ろ
が
こ
の
第
二
草
案
の
規
定
は
、
起
草
委

員
會
で
創
除
し
か
る
べ
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
法
典
調
査
會
で
は
佛

法
汲
の
梅
謙
次
郎
が
創
除
読
の
維
持
に
努
め
、
厭
な
婚
姻
を
彊
制
す
る

に
堕
り
や
す
い
婚
約
は
公
秩
に
反
し
て
無
効
、
む
し
ろ
事
情
に
よ
つ
て

不
法
行
爲
の
成
立
を
認
め
れ
ば
足
る
で
は
な
い
か
、
と
読
い
て
土
方
寧

等
の
反
封
を
抑
え
、
　
つ
い
に
創
除
に
成
功
し
た
」
（
前
掲
書
・
四
八
頁

ー
四
九
頁
）
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
博
士
は
別
の
論
考
で
、
こ
の
梅
博

士
の
爽
言
を
「
明
治
民
法
第
二
草
案
の
審
議
過
程
で
」
述
べ
ら
れ
た
も

の
と
い
わ
れ
る
　
（
「
婚
約
破
棄
責
任
の
理
論
構
成
に
つ
い
て
」
會
田
博

士
喜
壽
記
念
論
丈
・
三
四
五
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
博
士
は
梅
博
士
の
い

わ
ゆ
る
「
第
一
草
案
」
「
第
二
草
案
」
を
、
明
治
民
法
の
そ
れ
と
早
合

黙
し
、
奮
民
法
草
案
の
審
議
と
、
明
治
民
法
原
案
に
封
す
る
審
議
と
を

混
同
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
梨
博
士
の
論
稿
は
い
ず
れ
も
精
緻
な

砺
究
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
錯
畳
は
惜
し
む
べ
き
も
の
と
い
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

　
熊
谷
開
作
致
授
が
最
近
登
表
さ
れ
た
「
婚
約
の
効
果
ー
徳
川
時
代

か
ら
現
代
へ
i
」
で
は
、
奮
民
法
第
一
草
案
の
婚
約
と
そ
の
立
法
理

由
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
元
老
院
提
出
案
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
全
く

ふ
れ
る
こ
と
な
く
「
婚
約
の
効
果
も
元
老
院
へ
く
る
ま
で
に
け
ず
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
」
（
阪
大
法
學
第
一
九
號
二
六
頁
）
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
教
授
が
、
梅
博
士
の
登
言
を
参
照
さ
れ
、
博
士
の
い
わ
ゆ
る
第

四
二

（
七
二
二
）

二
草
案
が
元
老
院
提
出
案
で
あ
る
こ
と
を
了
解
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の

よ
う
な
誤
つ
た
推
定
は
な
さ
れ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
明
治
二
十
八
年

十
一
月
十
五
日
、
法
典
調
査
會
に
お
け
る
婚
約
問
題
の
論
箏
を
、
速
記

録
に
よ
つ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
教
授
が
、
同
日
の
會
議
の
冒
頭
に
述
べ

ら
れ
た
梅
博
士
の
蛮
言
を
見
落
さ
れ
た
の
は
、
甚
だ
残
念
で
あ
る
。

O

　
明
治
二
十
一
年
十
月
の
初
め
頃
、
司
法
省
内
法
律
取
調
委
員
會
の
組
合
（
小

委
員
會
）
で
起
草
、
完
成
し
た
人
事
編
第
一
草
案
に
は
、
次
の
ご
と
く
婚
約
に

關
す
る
規
定
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
條
文
は
、
前
に
述
ぺ
た
ご
と
く
梅
博
士
の

　
　
　
　
　
　
（
1
）

獲
言
中
に
も
あ
る
し
、
ま
た
そ
の
立
法
理
由
書
の
一
部
分
と
共
に
、
熊
谷
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
前
掲
論
考
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
順
序
を
邉
う
必
要
か
ら
次
に
掲
げ
て

お
く
◎

　
第
三
十
九
條
　
婚
姻
ヲ
爲
ス
ヘ
キ
約
束
ハ
其
婚
姻
ヲ
爲
ス
ノ
義
務
ヲ
生
セ
ス

　
　
然
レ
ト
モ
約
束
者
ノ
一
方
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
履
行
ヲ
拒
ム
ト
キ
ハ

　
　
他
ノ
一
方
其
約
束
ヲ
信
シ
テ
爲
シ
タ
ル
實
費
賠
償
ノ
責
二
任
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
そ
し
て
、
本
條
に
關
す
る
草
案
理
由
書
の
全
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
本
條
ハ
伊
國
民
法
ヨ
リ
採
用
シ
來
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
婚
姻
ノ
約
束
ノ
効
果

　
ヲ
規
定
セ
リ
。
佛
蹴
ニ
テ
ハ
學
説
及
ヒ
裁
判
例
二
依
リ
此
約
束
ハ
無
効
ト
定

　
マ
レ
ト
モ
、
之
ヲ
明
言
ス
ル
ハ
無
用
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
。
婚
姻
ノ
約
束
ハ
、

　
其
例
倫
ホ
影
多
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
慣
習
二
依
レ
ハ
、
之
ヲ
履
行
ス
ル
ノ
義

　
務
ア
ル
カ
如
シ
。
今
其
規
則
ヲ
一
攣
シ
、
之
ヲ
無
効
ト
爲
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
他

　
ナ
シ
、
婚
姻
ハ
人
間
一
生
ノ
幸
福
二
關
係
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
双
方
ノ
承
諾

　
充
分
二
自
由
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
一
旦
約
束
ヲ
爲
シ
タ
ル
爲
メ
、
止
ム
ヲ
得



　
ス
シ
テ
婚
姻
ヲ
爲
ス
ト
キ
ハ
、
其
悪
縁
二
隆
ラ
サ
ル
ハ
甚
タ
稀
ナ
ル
ヘ
シ
、

　
況
ン
ヤ
、
本
人
ノ
幼
弱
中
二
父
母
其
婚
姻
ヲ
約
束
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
、
之

　
ヲ
履
行
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
ト
爲
ス
ト
キ
ハ
、
其
弊
害
二
堪
ヘ
サ
ル
ヘ
シ
。

　
　
婚
姻
ノ
約
束
ハ
、
無
効
ニ
シ
テ
之
ヲ
履
行
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
生
セ
ス
ト
錐

　
モ
、
一
旦
約
束
ヲ
爲
シ
、
更
二
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
履
行
ヲ
拒
ム
ト
キ

　
ハ
、
其
所
爲
タ
ル
民
法
上
ノ
犯
罪
叉
ハ
准
犯
罪
（
不
法
行
爲
－
手
塚
註
）

　
ヲ
構
成
ス
ヘ
シ
。
從
テ
其
所
爲
ヨ
リ
生
ス
ル
損
害
ノ
賠
償
ヲ
爲
サ
サ
ル
ヘ
カ

　
ラ
ス
。
然
レ
ト
モ
、
普
通
法
二
從
ヒ
蓮
約
ヨ
リ
生
ス
ル
無
形
ノ
損
害
ヲ
モ
賠

　
償
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
爲
ス
ト
キ
ハ
、
止
ム
ヲ
得
ス
シ
テ
婚
姻
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
コ

　
ト
ヲ
恐
レ
、
只
實
費
賠
償
ノ
責
ア
ル
モ
ノ
ト
爲
セ
リ
（
絢
轍
謡
）
。

　
イ
タ
リ
！
民
法
に
準
族
し
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
一
八
六
五
年
の
民
法
典
を

指
す
。
人
事
編
起
草
の
参
考
資
料
と
し
て
法
律
取
調
委
員
會
が
編
纂
し
た
「
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

法
草
案
人
事
編
九
國
封
比
」
の
謹
文
に
よ
る
と
、
弐
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。

　
第
五
十
三
條
　
婚
姻
上
亙
相
ノ
約
束
ハ
之
ヲ
締
結
ス
ル
ニ
關
シ
テ
ハ
法
律
上

　
　
ノ
責
務
ヲ
生
セ
ス
叉
此
約
束
ヲ
決
行
ス
ル
爲
メ
ニ
結
約
シ
タ
ル
行
爲
ヲ
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
レ

　
　
行
セ
シ
ム
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
者
ト
ス

　
第
五
十
四
條
　
若
シ
此
約
束
ヲ
シ
テ
丁
年
者
若
ク
ハ
未
丁
年
者
力
其
婚
姻
ノ

　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
ロ

　
　
有
効
タ
ル
ニ
必
要
ス
ル
人
ノ
承
諾
ヲ
得
テ
公
式
若
ク
ハ
私
式
ノ
讃
書
ヲ
以

　
　
　
　
　
　
（
ま
ま
）

　
　
テ
締
結
セ
ル
者
二
係
ラ
シ
ム
レ
ハ
則
チ
結
約
者
ノ
至
當
ナ
ル
理
由
ナ
ク
シ

　
　
テ
其
履
行
ヲ
拒
却
ス
ル
所
ノ
人
ハ
他
ノ
約
主
力
此
婚
姻
上
ノ
約
束
二
關
シ

　
　
テ
麦
滑
シ
タ
ル
費
用
ヲ
辮
償
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス

　
　
　
ハ
ま
ま
ロ

　
　
然
レ
供
其
約
束
ヲ
決
行
ス
可
キ
期
日
ヨ
リ
瀾
一
年
ノ
以
後
二
於
テ
ス
ル
辮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ま
ま
ロ

　
　
償
ノ
請
求
ハ
採
用
セ
ラ
レ
サ
ル
者
ト
ス

　
第
一
草
案
第
三
十
九
條
は
、
イ
タ
リ
ー
民
法
第
五
十
三
條
お
よ
び
第
五
十
四

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約

條
の
趣
旨
を
藩
受
し
、
そ
れ
を
一
ヵ
條
に
堅
縮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
第
一
草
案
の
起
草
者
達
が
、
わ
が
國
の
慣
習
で
は
、
婚
約
を
履
行
す
る
義

務
が
あ
つ
た
こ
と
を
肯
定
し
つ
つ
、
し
か
も
な
お
草
案
に
は
そ
の
義
務
を
否
定

し
、
た
だ
不
當
に
破
棄
し
た
際
の
「
實
費
賠
償
」
だ
け
を
規
定
し
た
こ
と
は
、

注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
草
案
は
、
明
治
二
十
一
年
十
月
六
日
附
を
以
て
、
各
裁
判
所
お
よ
び
地

方
長
官
等
に
邊
ら
れ
て
、
そ
の
意
見
が
徴
さ
れ
、
そ
の
同
答
は
山
田
司
法
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

の
も
と
に
集
め
ら
れ
、
法
律
取
調
委
員
會
の
参
考
資
料
に
供
せ
ら
れ
た
が
、
そ

れ
ら
の
意
見
書
の
中
で
、
婚
約
の
問
題
に
ふ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
。
そ
の
主
な
る
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

　
水
戸
始
審
裁
判
所
槍
事
若
井
李
世
の
修
正
案
お
よ
び
そ
の
理
由
書

第
三
十
九
條
　
婚
姻
ハ
其
配
偶
ス
可
キ
男
女
双
方
本
人
愛
懸
ノ
至
情
互
二
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
ロ

　
合
ス
ル
ヲ
以
テ
結
婚
成
リ
立
チ
ノ
原
因
ト
ス
然
リ
ト
雛
モ
其
男
女
双
方
方

　
人
ハ
衣
條
以
下
ノ
條
件
（
婚
姻
の
要
件
－
手
塚
註
）
具
備
シ
且
公
式
ヲ

　
履
行
ス
ル
ヲ
必
要
ト
ス

　
但
シ
婚
姻
ス
可
キ
ノ
豫
約
ヲ
爲
ス
ト
雅
モ
其
一
方
本
人
愛
懸
ノ
情
二
於
テ

　
敏
ル
所
ア
ル
時
ハ
其
豫
約
ヲ
履
行
ス
可
キ
ノ
義
務
ヲ
生
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
ス

理
由
結
婚
配
偶
ス
ル
ハ
…
…
愛
懸
ノ
至
情
結
合
シ
テ
、
以
テ
夫
婦
ノ
一
小
肚
會
ヲ

構
造
ス
ル
ノ
形
状
ニ
シ
テ
、
普
通
ノ
契
約
上
ヨ
リ
成
リ
立
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
サ

ル
ハ
、
既
二
原
按
婚
姻
二
關
ス
ル
各
條
中
契
約
ナ
ル
法
語
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ヲ
参

照
ス
ル
モ
、
亦
明
瞭
ナ
レ
ハ
敢
テ
贅
辮
ヲ
要
セ
ス
ト
錐
モ
、
第
三
十
九
條

（
第
一
草
案
を
指
す
1
手
塚
註
）
…
…
ハ
是
レ
例
外
二
示
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
正

四
三

（
七
二
三
）



明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約

則
ト
シ
テ
掲
ケ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
。
果
シ
テ
之
ヲ
正
則
ト
看
倣
ス
ト
キ

ハ
、
綴
テ
婚
姻
ノ
約
束
ヲ
爲
シ
タ
ル
者
ハ
皆
其
婚
姻
ヲ
爲
ス
可
キ
義
務
無
シ

ト
云
フ
モ
ノ
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
男
女
結
婚
ス
ヘ
キ
ノ
義
務
ハ
如
何
ナ
ル
場
合

二
於
テ
生
ス
ル
ヤ
了
解
シ
難
シ
ト
云
フ
ニ
至
ラ
ソ
。
然
ル
ニ
原
按
ノ
精
紳
ハ

必
ス
シ
モ
然
ラ
サ
ル
可
シ
。
婚
姻
ハ
普
通
ノ
契
約
上
ヨ
リ
成
リ
立
ッ
モ
ノ
ニ

非
ス
ト
云
フ
ヲ
正
則
ト
シ
、
若
シ
婚
姻
ノ
豫
約
ヲ
爲
ス
者
ア
ル
モ
、
双
方
本

人
相
愛
ノ
情
適
合
セ
サ
ル
所
ア
レ
ハ
、
一
方
其
豫
約
二
蓮
ヒ
其
一
方
ヨ
リ
之

力
豫
約
履
行
ノ
求
メ
ヲ
爲
ス
ト
錐
モ
、
其
一
方
ハ
之
レ
ニ
懸
ス
可
キ
ノ
義
務

ヲ
生
ス
ル
コ
ト
無
シ
ト
ノ
例
外
ヲ
示
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
料
セ
リ
。
叉
同
條

末
項
二
其
約
束
ヲ
信
シ
テ
爲
シ
タ
ル
實
費
賠
償
ノ
責
メ
ニ
任
ス
可
シ
ト
ア
ル

ハ
、
正
當
ノ
婚
姻
ノ
設
ケ
ヲ
爲
シ
タ
ル
實
費
ノ
ミ
ヲ
指
示
シ
タ
ル
意
旨
ナ
ル

可
シ
ト
錐
モ
、
之
レ
ヲ
實
施
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
大
ナ
ル
弊
害
ヲ
生
ス
ル
ノ
恐
レ

ナ
キ
ヲ
得
ス
。
今
其
一
例
ヲ
掲
ケ
テ
之
ヲ
論
セ
ソ
ニ
、
目
下
娼
妓
ノ
徒
ノ
如

キ
起
請
或
ハ
誓
詞
ト
構
シ
、
情
人
二
付
與
ス
ル
書
類
ア
リ
…
…
之
レ
ニ
謹
券

印
紙
ヲ
貼
用
シ
テ
、
以
テ
裁
到
所
二
提
出
ス
ル
ト
キ
ハ
、
取
リ
モ
直
サ
ス
婚

姻
ノ
約
束
謹
書
タ
リ
。
…
：
愈
日
慮
淺
薄
ノ
青
年
輩
、
其
約
束
書
ヲ
信
シ
テ
實

際
許
多
ノ
財
産
ヲ
浪
費
シ
、
財
既
二
壼
ク
ル
ニ
至
レ
ハ
、
一
方
ハ
必
ス
蓮
約

シ
、
其
一
方
ハ
其
違
約
ノ
爲
メ
實
際
費
清
セ
シ
損
害
莫
大
ナ
リ
ト
シ
、
之
レ

カ
賠
償
ヲ
訴
求
ス
ル
者
、
枚
學
二
逞
ア
ラ
サ
ル
可
シ
。
…
…
循
テ
實
際
不
正

ノ
損
害
ヲ
加
ヒ
タ
ル
者
ハ
、
草
案
第
八
百
九
十
條
等
（
損
害
賠
償
の
規
定
1

ー
手
塚
註
）
二
委
附
シ
、
本
條
中
ニ
ハ
之
ヲ
削
除
ス
ル
ヲ
穏
當
ト
思
料
セ

リ
．
是
レ
前
記
ノ
如
ク
修
正
ヲ
要
ル
質
ナ
リ
塞
（
報
）
．

　
　
廣
島
始
審
裁
到
所
楡
事
奥
宮
正
治
外
三
名
の
意
見

此
種
（
婚
姻
の
豫
約
を
指
す
1
手
塚
註
）
ノ
契
約
ハ
多
ク
ロ
頭
二
止
マ
ル

四
四

（
七
二
四
）

モ
ノ
其
多
キ
ニ
居
ル
ヲ
以
テ
、
事
ヲ
愛
二
籍
リ
、
雫
訟
ヲ
紛
起
シ
、
毒
婦
姦

人
力
良
家
ノ
男
女
ヲ
脅
迫
シ
テ
金
圓
ヲ
貧
ル
ノ
手
段
ト
ナ
リ
、
種
々
ノ
弊
害

ヲ
醸
生
ス
ル
ノ
恐
レ
少
ト
セ
ス
。
依
テ
伊
太
利
民
法
第
五
十
四
條
ノ
如
ク
婚

姻
豫
約
ハ
書
面
ノ
契
約
二
限
ル
ト
ノ
趣
旨
二
改
ム
レ
ハ
、
其
弊
ヲ
塞
ク
ニ
足

ラ
ン
乎
（
趨
）
．
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
松
江
始
審
裁
到
所
長
新
井
善
教
の
修
正
案
お
よ
び
そ
の
理
由
書

本
條
ノ
末
段
二
「
但
賠
償
請
求
ノ
訴
権
ハ
約
束
違
背
ノ
當
時
ヨ
リ
一
年
以
後

二
至
リ
テ
之
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス
」
ノ
文
字
ヲ
追
加
ス
ヘ
シ

理
由
婚
姻
契
約
違
背
ノ
所
爲
タ
ル
他
ノ
契
約
違
背
ノ
所
爲
ト
異
ナ
リ
、
人
事
上
道

義
二
關
ス
ル
コ
ト
著
シ
キ
ヲ
塚
テ
、
基
ヲ
此
二
開
テ
雫
訟
ヲ
起
サ
シ
メ
ソ

カ
、
双
方
共
二
道
義
ノ
感
情
ヲ
傷
ク
ル
コ
ト
甚
シ
ク
、
私
行
上
ノ
攻
撃
ヲ
以

テ
主
タ
ル
目
的
ト
ス
ル
ニ
至
ル
可
ク
、
事
實
如
斯
ノ
訴
訟
ヲ
シ
テ
其
数
ヲ
多

カ
ラ
シ
ム
ル
ト
キ
ハ
、
肚
會
一
般
二
封
シ
テ
賎
劣
ナ
ル
感
情
ヲ
傳
播
セ
シ

メ
、
途
二
國
家
ノ
悪
徳
ヲ
養
生
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
可
シ
。
果
シ
テ
然
ラ
ハ
如

斯
訴
訟
ハ
成
ル
可
ク
之
ヲ
防
止
ス
ル
ヲ
以
テ
可
ナ
リ
ト
ス
（
絢
鰍
織
）
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
書
に
み
ら
れ
る
共
通
の
趣
旨
は
、
婚
約
の
履
行
義
務
の
否
定

に
異
議
な
き
こ
と
、
さ
ら
に
不
當
破
棄
の
損
害
賠
償
を
み
と
め
る
と
し
て
も
、

な
る
べ
く
制
限
す
べ
き
こ
と
等
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
婚
約
に
つ
い
て
は
消

極
的
意
見
の
み
が
上
申
さ
れ
た
も
の
と
み
て
い
い
。

　
第
一
草
案
第
三
十
九
條
は
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
四
日
の
法
律
取
調
委
員

會
の
本
會
議
で
審
議
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
討
議
が
行
わ
れ
た
か
は

残
念
な
が
ら
朋
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
委
員
の
一
人
で
あ
つ
た
村
田
保
奮
藏



「
民
法
草
案
人
事
編
」
（
第
一
草
案
の
條
文
だ
げ
の
活
字
本
、
村
田
が
委
員
會
に

て
使
用
し
た
も
の
）
の
第
三
十
九
條
の
鹸
白
の
書
入
れ
に
「
佛
英
ニ
テ
ハ
實
費

二
非
ス
、
損
害
賠
償
ナ
レ
ハ
多
額
ヲ
言
渡
ス
コ
ト
ロ
ロ
（
二
字
不
明
ー
手
塚

註
）
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
實
費
賠
償
か
あ
る
い
は
一
般
的
な
損

害
賠
償
か
の
黙
が
、
論
議
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
二
十
三
年
の
は
じ
め
頃
、
法
律
取
調
委
員
會
で
は
、
第
一
草
案
を
修
正

し
た
再
調
査
案
を
一
礁
ま
と
め
た
が
、
こ
の
草
案
で
は
婚
約
の
規
定
が
次
の
よ

う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
十
四
條
　
婚
姻
ヲ
爲
サ
ン
ト
ス
ル
約
束
ハ
其
婚
姻
ヲ
爲
ス
ノ
義
務
ヲ
生

　
　
セ
ス
然
レ
ト
モ
約
束
者
ノ
一
方
力
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
履
行
ヲ
拒
ム

　
　
ト
キ
ハ
他
ノ
一
方
二
封
シ
テ
損
害
賠
償
ノ
責
二
任
ス

　
委
員
會
で
は
、
婚
約
の
不
當
破
棄
に
封
し
て
軍
な
る
實
費
賠
償
で
は
な
く
、

一
般
的
な
損
害
賠
償
を
域
て
す
る
意
見
が
、
勝
ち
を
占
め
た
こ
と
を
意
昧
す

る
。
す
な
わ
ち
、
再
調
査
案
の
規
定
は
、
第
一
草
案
の
そ
れ
よ
り
も
、
婚
約
を

奪
重
し
、
そ
れ
が
た
め
そ
の
不
當
破
棄
に
封
し
て
は
、
一
暦
廣
範
園
の
賠
償
責

任
を
負
わ
せ
た
も
の
と
み
て
い
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
委
員
會
が
前
に
述

べ
た
第
一
草
案
に
封
す
る
多
く
の
意
見
書
の
見
解
を
採
り
入
れ
ず
、
む
し
ろ
そ

の
反
封
の
方
向
に
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
再
調
査
案
は
、
委
員
會
に
お
い
て
さ
ら
に
審
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

村
田
保
は
次
の
よ
う
な
修
正
意
見
を
提
出
し
て
い
る
。

　
　
村
田
保
委
員
の
修
正
意
見

第
二
十
四
條
ヲ
左
ノ
如
ク
修
正
ス

婚
姻
ノ
約
束
ヲ
爲
シ
テ
當
事
者
ノ
一
方
力
正
當
ノ
理
由
ナ
ク
シ
テ
其
履
行
ヲ

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約

拒
ミ
タ
ル
ト
キ
ハ
値
ノ
一
方
二
封
シ
テ
損
害
賠
債
ノ
責
二
任
ス

理
由
法
律
上
二
約
束
ハ
履
行
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
生
セ
ス
ト
掲
ク
ル
ハ
、
其
豊
裁
ヲ
得

タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
、
凡
ソ
合
意
ハ
實
行
ス
ル
ヲ
本
則
ト
ス
レ

ト
モ
、
人
ノ
身
豊
ヲ
拘
束
セ
サ
レ
ハ
實
行
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ニ
至
テ

ハ
、
掲
リ
婚
姻
ノ
場
合
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
其
他
ノ
作
爲
不
作
爲
ノ
義
務
二
於
テ

モ
其
合
意
ヲ
實
行
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
、
唯
タ
損
害
賠
償
ヲ
求
ル
ノ
外
二
道
ナ
ケ

レ
ハ
ナ
リ
（
藷
織
）
．

　
こ
の
意
見
を
め
ぐ
る
討
議
に
つ
い
て
も
、
残
念
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
委
員
會
の
最
終
決
定
案
す
な
わ
ち
元
老
院
提
出
案
に
、
再
調
査
案
そ
の

ま
ま
の
規
定
が
織
り
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
村
田
の
意
見
は
多
籔
の

賛
成
を
得
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
再
調
査
案
第
二
十
四
條
は
、
元
老
院

提
出
案
で
は
第
三
十
七
條
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
條
文
を
、
梅
博
士
が
「
第
二

草
案
第
三
十
七
條
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
　
元
老
院
提
出
案
に
封
す
る
同
院
の
審
議
は
、
明
治
二
十
三
年
五
月
よ
り
開
始

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
同
案
は
、
第
一
草
案
の
場
合
と
同
じ
く
、
各
方
面

に
邊
呈
さ
れ
、
意
見
が
徴
せ
ら
れ
た
。
元
老
院
審
議
の
参
考
に
資
せ
ん
が
た
め

　
（
1
0
）

で
あ
る
。
こ
の
要
望
に
懸
じ
て
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
中
で
、
婚
約
の
間
題
に

ふ
れ
て
い
る
も
の
は
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
わ
ず
か
に
爽
の
一
篇
に
す
ぎ

な
い
。

秋
田
始
審
裁
到
所
長
薄
井
龍
之
、
同
剣
事
堀
清
以
、
同
判
事
奈
良
猶

四
五

（
七
二
五
）



　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
興
、
同
到
事
試
補
宗
方
文
三
の
意
見

　
本
條
中
然
レ
ト
モ
以
下
ハ
奮
草
案
（
第
一
草
案
を
指
す
1
手
塚
註
）
ヲ

優
レ
リ
ト
ナ
ス
。
抑
婚
姻
ハ
人
ノ
大
禮
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
旦
之
力
方
式
ヲ
履
行

シ
、
其
約
束
成
立
シ
タ
ル
以
上
ハ
、
恣
二
離
婚
等
ヲ
許
サ
サ
ル
ヘ
シ
ト
錐
ト

モ
、
各
人
畢
生
ノ
幸
、
不
幸
二
關
ス
ル
所
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
其
約
束
成
立
セ
サ

ル
初
メ
ニ
於
テ
ハ
、
法
律
上
彊
テ
之
力
履
行
ヲ
命
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。

然
ル
ニ
本
條
然
レ
ト
モ
以
下
ノ
如
ク
、
普
通
違
約
損
害
賠
償
ノ
制
裁
ヲ
附

シ
、
暗
二
之
ヲ
鰯
鷹
ス
ル
ト
キ
ハ
必
ス
奮
草
案
理
由
書
二
云
々
ス
ル
如
キ
弊

害
ヲ
冤
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
恐
ル
・
ナ
リ
。

　
こ
の
意
見
は
、
婚
約
の
不
當
破
棄
に
封
し
て
一
般
的
損
害
賠
償
責
任
を
み
と

め
る
こ
と
に
反
封
し
、
せ
め
て
第
一
草
案
の
實
費
賠
償
の
線
に
ま
で
後
退
す
る

こ
と
を
希
望
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
元
老
院
は
、
草
案
審
議
の
た
め
十
五
人
の
調
査
委
員
を
選
び
、
草
案
の
大
創

　
　
　
　
　
（
蛇
）

減
を
臨
行
し
た
が
、
そ
の
際
第
三
十
七
條
は
全
文
創
ら
れ
、
婚
約
に
關
す
る
規

定
は
、
奮
民
法
か
ら
全
く
そ
の
姿
を
滑
し
た
の
で
あ
る
。
創
除
の
理
由
を
物
語

る
資
料
を
、
見
出
し
え
な
い
の
は
宴
に
残
念
で
あ
る
。
調
査
委
員
の
一
人
と
し

て
活
躍
し
た
村
田
保
の
奮
藏
「
民
法
草
案
人
事
編
」
（
元
老
院
提
出
案
の
條
丈

だ
け
の
活
字
本
、
村
田
が
元
老
院
に
て
使
用
し
た
も
の
）
に
も
、
第
三
十
七
條

の
欄
外
に
「
削
」
と
の
み
あ
つ
て
、
他
に
何
等
の
書
入
れ
も
残
さ
れ
て
い
な

い
。
　
し
か
し
、
元
老
院
の
審
議
の
方
針
は
「
無
用
と
存
じ
ま
す
る
こ
と
と
美
風
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

損
し
ま
す
る
こ
と
」
を
「
創
除
」
す
る
に
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
第
三
十

七
條
の
場
合
に
も
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
該
嘗
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
縁

四
六

（
七
二
六
）

た
し
か
で
あ
ろ
う
。
保
守
的
傾
向
の
つ
よ
か
つ
た
調
査
委
員
達
は
、
婚
約
の
履

行
義
務
の
否
定
や
、
不
當
破
棄
に
封
す
る
損
害
賠
償
を
、
條
文
と
し
て
掲
げ
る

こ
と
は
、
目
本
の
道
徳
的
「
美
風
」
を
害
す
る
も
の
と
考
え
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
ま
た
、
前
に
述
べ
た
ご
と
く
、
第
一
草
案
以
來
、
司
法
官
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
書
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、
婚
約
破
棄
の
賠
償
に
は
浴
極
的
で
あ
つ
た
こ

と
も
、
そ
の
規
定
の
創
除
に
、
な
に
ほ
ど
か
の
影
響
を
あ
た
え
た
も
の
と
推
察

し
て
よ
か
ろ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

　
梅
博
士
の
述
べ
て
い
る
第
一
草
案
第
三
十
九
條
は
、
原
丈
と
若
干
字

句
の
相
違
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
原
丈
の
「
然
レ
ト
モ
」
が
「
若
シ
モ
」

と
な
つ
て
お
り
、
ま
た
、
「
約
束
者
ノ
一
方
正
當
ノ
理
由
」
が
「
約
束

者
ノ
一
方
力
正
當
ノ
理
由
」
、
「
他
ノ
一
方
約
束
ヲ
信
シ
テ
」
が
「
他
ノ

一
方
ハ
約
束
ヲ
信
シ
テ
」
と
な
つ
て
い
る
（
「
法
典
調
査
會
議
事
速
記

録
」
日
本
學
術
振
興
會
版
－
以
下
、
學
振
版
と
略
稻
ー
第
四
五
巻

一
六
二
枚
表
）
。
堀
内
・
前
掲
書
、
高
梨
・
前
掲
書
共
に
、
梅
博
士
の

引
用
丈
そ
の
ま
ま
を
掲
げ
て
い
る
。

　
熊
谷
・
前
掲
論
丈
・
二
五
頁
。

　
「
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
」
第
四
章
婚
姻
四
〇
枚
裏
ー
四
一
枚
表
。

　
「
民
法
草
案
人
事
編
九
國
封
比
」
（
學
振
版
）
四
一
放
表
裏
。

　
拙
稿
・
前
揚
戸
主
灌
e
・
法
學
研
究
第
二
六
巻
一
〇
號
九
頁
。

　
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
裁
剣
所
及
司
法
官
意
見
書
上
」
（
學
振
版
）
六

五
枚
表
－
六
六
枚
裏
。

　
前
揚
書
・
六
六
枚
裏
。

　
前
掲
書
・
六
六
枚
裏
i
六
七
枚
裏
。

　
「
民
法
編
纂
二
瀾
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
⇔
し
（
學
振
版
と
六
八
枚
裏
。



（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

　
拙
稿
「
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
に
お
け
る
養
子
制
度
㊧
」

法
學
研
究
第
二
八
巻
一
一
號
四
一
頁
。

　
「
民
法
編
纂
二
關
ス
ル
裁
判
所
及
司
法
官
意
見
書
中
」
（
學
振
版
）
二

四
枚
裏
。

　
拙
稿
・
前
掲
戸
主
椹
㊧
・
法
學
砺
究
第
二
七
巻
六
號
四
〇
頁
以
下
滲

照
。　
調
査
委
員
で
あ
つ
た
小
畑
美
稻
の
言
葉
（
第
一
帝
國
議
會
貴
族
院
に

お
け
る
爽
言
）
（
「
大
日
本
帝
國
議
會
誌
」
第
一
巻
二
六
二
頁
）
。

○

　
以
上
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
奮
民
法
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
は
、
元
老
院
提

出
案
に
至
る
諸
草
案
に
、
い
ず
れ
も
婚
約
に
關
す
る
規
定
を
有
し
て
い
た
。
そ

の
場
合
、
婚
約
の
履
行
義
務
そ
の
も
の
を
否
認
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
草
案

に
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
の
不
當
な
破
棄
に
封
し
て
實
費
賠
償
か

哺
般
的
損
害
賠
償
か
の
黙
が
相
違
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
草
案
に
封
す
る
諸

意
見
書
の
見
解
も
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
賠
償
の
廣
狭
の
問
題
に
し
ぼ
ら
れ
て
い

た
。
わ
ず
か
に
村
田
保
の
意
見
が
、
約
束
は
守
ら
る
べ
し
と
の
立
場
か
ら
、
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

行
義
務
の
否
定
を
明
示
す
る
條
文
に
反
封
し
た
こ
と
が
め
だ
つ
。

　
草
案
審
査
の
最
後
の
段
階
で
あ
つ
た
元
老
院
は
、
前
に
述
べ
た
通
り
、
そ
れ

に
關
す
る
條
文
を
創
除
し
た
。
そ
の
理
由
が
、
た
と
え
婚
約
の
効
果
を
從
來
の

慣
脅
に
從
つ
て
肯
定
す
る
立
場
か
ら
で
あ
つ
た
に
も
せ
よ
、
そ
し
て
不
當
破
棄

の
賠
償
を
風
教
上
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
考
え
た
に
も
せ
よ
、
あ
る
い
は
ま

た
、
規
定
の
趣
旨
は
是
認
す
る
が
た
だ
明
文
を
以
て
表
示
す
る
こ
と
を
さ
け
た

も
の
で
あ
つ
た
に
も
せ
よ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
文
を
削
除
し
た
以
上
は
、

明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約

婚
約
お
よ
び
そ
の
不
當
破
簗
に
封
す
る
法
律
的
判
漸
を
、
す
ぺ
て
將
來
の
學
読

に
一
任
す
る
結
果
を
生
ん
だ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
奮
民
法
公

布
後
の
諸
學
者
の
見
解
は
、
明
文
は
な
く
と
庵
元
老
院
提
出
案
の
趣
旨
を
そ
の

ま
ま
肯
定
し
た
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
。
例
え
ば
熊
野
敏
三
は
「
民
法
正
義
」

に
お
い
て
「
婚
姻
ハ
契
約
ニ
ア
ラ
ス
故
二
婚
姻
ノ
事
項
二
契
約
ノ
元
則
ヲ
援
引

ス
ル
ヲ
得
ス
」
と
の
立
場
か
ら
「
豫
約
ハ
之
ヲ
履
行
ス
ヘ
キ
義
務
ヲ
生
セ
ス
礎

テ
他
人
ト
婚
姻
ヲ
爲
ス
ノ
妨
碍
ト
爲
ラ
ス
ト
錐
モ
一
旦
約
束
ヲ
爲
シ
理
由
ナ
ク

シ
テ
違
約
ス
ル
ト
キ
ハ
其
所
爲
タ
ル
悪
意
又
ハ
慨
怠
二
出
ツ
ル
ニ
從
ヒ
民
法
上

ノ
犯
罪
叉
ハ
准
犯
罪
ヲ
構
成
ス
ヘ
シ
故
二
普
通
法
二
從
ヒ
其
所
爲
ヨ
リ
生
シ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ル
不
正
ノ
損
害
ヲ
賠
償
ス
ヘ
キ
ヤ
論
ヲ
侯
タ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
婚
約
は
無
効
で
あ
る
が
、
不
當
破
棄
は
不
法
行
爲
と
し
て
損
害
賠
償
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

と
め
る
意
見
で
あ
る
。
ま
た
、
岸
本
辰
雄
の
「
民
法
人
事
編
講
義
」
も
「
婚
姻

豫
約
ハ
民
法
上
ノ
契
約
二
非
ス
從
ヒ
テ
其
違
約
者
二
損
害
賠
償
ノ
義
務
ナ
ク
叉

張
ヒ
テ
婚
姻
ヲ
爲
ス
ノ
義
務
ナ
シ
：
…
然
リ
ト
錐
ト
モ
婚
姻
豫
約
ヲ
破
ル
如
キ

ハ
實
際
上
最
モ
多
ク
ノ
場
合
二
於
テ
一
方
二
損
害
ヲ
醸
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
財

産
編
第
三
百
七
十
條
ノ
原
則
二
依
リ
其
損
害
ノ
不
正
二
出
テ
タ
ル
ト
キ
ハ
固
ヨ

リ
之
レ
カ
賠
償
ノ
責
二
任
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
多
シ
」
「
要
ス
ル
ニ
余
ノ

婚
姻
豫
約
二
關
ス
ル
意
見
ハ
婚
姻
豫
約
其
モ
ノ
ハ
當
然
不
成
立
ノ
モ
ノ
ナ
リ
ト

錐
ト
モ
多
ク
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
民
事
上
ノ
犯
罪
ト
シ
テ
違
約
者
二
有
形
無
形
ノ

損
害
ヲ
賠
償
ス
ル
ノ
責
ヲ
負
ハ
シ
ム
ル
ヲ
得
ヘ
シ
ト
云
フ
ニ
在
ル
ナ
リ
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

い
、
熊
野
説
と
同
じ
論
旨
で
あ
り
、
さ
ら
に
門
屋
直
哉
の
「
婚
姻
豫
約
論
」

も
、
同
趣
旨
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
石
山
彌
李
の
「
結
婚
豫
約
に
つ

パ
　
ロ

い
て
」
は
、
違
約
の
問
題
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
婚
約
の
無
効
論
を
主
張
し

た
も
の
で
あ
つ
た
。

四
七

（
七
二
七
）



　
　
　
　
明
治
二
十
三
年
民
法
（
奮
民
法
）
編
纂
過
程
に
お
け
る
婚
約

法
典
か
ら
抹
清
さ
れ
た
元
老
院
提
出
案
第
三
十
七
條
は
、
こ
の
よ
う
な
學
読

の
裡
に
、
ふ
た
た
び
甦
つ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
入

へ
七
二
八
）

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
村
田
が
、
婚
約
を
純
粋
に
契
約
と
考
え
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
不
當
破
棄
を
不
法
行
爲
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
債
務
不
履
行
と
考
え
た
か
ど
う
か
も
、
疑
問
で
あ
る
。

　
「
民
法
正
義
」
人
事
編
巻
之
壼
（
上
）
一
九
六
頁
ー
一
九
七
頁
。

　
岸
本
辰
雄
「
民
法
人
事
編
講
義
」
巻
之
萱
・
二
七
六
頁
－
二
八
一

頁
。　
門
屋
直
哉
「
婚
姻
豫
約
論
」
法
學
新
報
第
六
三
號
（
明
治
二
九
年
六

月
）
八
二
頁
以
下
。

　
石
山
彌
卒
「
結
婚
豫
約
に
つ
い
て
」
法
學
新
報
第
六
二
號
（
明
治
二

九
年
五
月
）
三
九
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
二
十
一
日
稿
）


